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論 文 内 容 要 旨
緒言
我が国の野菜栽培では、連作 が広 く行なわれ、連作 障害の発生が大 きな生産阻害要因
となっている。連 作障害の主因は土壌病害であ り、その対策 として薬剤による土壌消毒
や抵抗性品種 ・台木 を用いた栽培が広 く行なわれているが、土壌消毒剤の使 用規制や抵
抗性の低下等の問題があるため、種々の防除技術を活用 した総合防除技術の確立が強 く
求め られている。
一方、野菜栽培では、肥料 ・資材の多量投入による土壌の理化学性 の悪化が広 くみ ら
れ、それに伴 う作物栄養状態 の撹乱が各種病害の誘因 となっている。この ような状況は
「栄養病理複合障害」とされ、その現 象解明 と制御技術の開発は、土壌病害の新たな対
策技術 に発展する可能性がある。
作物栄養状態 と各種病害の発病 との関係につ いては、各種養分の施用が発病に及ぼす
影響について古 くか ら多 くの研究例 があ り、と くにカル シウムの施用が多 くの病害の発
生 を抑制することが示されている。このカル シウム施用による発病抑制には、土壌pH
等の変化によるもののほか、作物の カル シウム吸収の増加による抑制が多 くの病害で認
め られている。 したがって、カル シウム吸収 を高め ることで、各種病害の発生 を抑制で
きる可能性があるが、カルシウム吸収 による発病抑制の詳細なメカニズムは明 らかにさ
れていない。
一方、野菜栽培では各種病害に対する抵抗性品種が広 く用い られてい るが、品種の持
つ抵抗性 とカルシウム吸収 との関係 にっいての知見はほ とん どない。したがって、その
関係解明は新 たな知見 となるだけでな く、抵抗性 品種の利用 とカル シウム吸収によるそ
の抵抗性の向上 とを組み合わせた新 たな発病掬制技術 につなが る可能性がある。
本研究で対象と した トマ ト青枯病 はRα 傭0脚50'伽 αCεαr配〃2による土壌病害で、導管
閉塞 による急激な萎 ちょうを病徴 とし、高温期 に多発 する。対策 として抵抗性台木 を用
いた接 ぎ木栽培が広 く行われてい るが、台木の抵抗性は不完全で、環境条件 によ り、り
病化 することが知 られてお り、実際に接 ぎ木栽培での発病が全国的 に大 きな問題 とな っ
ている。このような抵抗性品種 ・台木の り病化は、地上部植物体におけ る病原菌の無病
徴感染 に起因 し、とくに茎にお ける病原菌の増殖 ・移行が大 きく関与す ることが示され
てい るが、抵抗性の詳細な メカニズムは未だに明 らかにされて いない。
本研究では、上記の観点および知見か ら、 トマ ト青枯病 を対象に、養分吸収 とくにカ
ル シウム吸収 と抵抗性 品種 の発病 との関係 を明 らかに し、その要因を推定す るとともに、
発病抑制を目的と した新たなカル シウム施 甫技術の開発 を試み た。本研究の成果は、カ
ル シウム吸収による抵抗性 の向上 を活用 した新たな病害抑制技術につなが り、総合防除
技術の確立に寄与することが期待 される。
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第1章 養分吸収 が トマ ト青枯病抵抗性品種の発病 に及ぼす影響
第1節 肥料および資材施用 が トマ ト青枯病抵抗性品種の発病に及ぼす影響
養分吸収 と トヤ ト青枯病抵抗性 との関係 を明 らかにすることを目的 として、土壌への
窒素、リン酸、カル シウム施用が トマ ト青枯病抵抗性品種の発病 に及ぼす影響 を調査 し
た。窒素お よび リン酸施 用 と発病 との関係 については、明瞭な傾 向を見出せず、更 に検
討が必要 と考え られた。一方、カルシウム施用 と発病 との関係 については、施用量の増
加に伴 い抵抗性 品種の発病 が顕著に抑制 された(第1図)。 この場合、植物体カル シウ
ム含有率お よび土壌pHの 上昇が同時にみ られることか ら、発病抑制 に関与する要因の
特定 には至 らず、pH等 を制御 した条件下での検討が必要 と考 えられた。
第2節 培養液養分濃度が トマ ト青枯病抵抗性品種の発病 に及ぼす影響
前節の土耕での実験では、窒素お よび リン酸施用 と発病 との関係 を明確にで きず、カ
ル シウム施用による発病抑制 についても要因の特定が不可能であった。そこで、水耕法
一地上部接種の実験系を用いて培養液硝酸態窒素、 リン、カル シウム、マグネシウム濃
度が抵抗性2品 種の発病に及ぼす影響を調査 した。その結果、硝酸態窒素、リンお よび
マグネシウムではその吸収 の差異が発病 に及 ぼす影響は認め られず、それ らの養分吸収
が発病 に影響する可能性は低い と判断 された。一方、培養液カル シウム濃度は抵抗性 品
種の発病に大 き く影響 し、高 濃度 区にお ける発病抑制が明瞭に認め られた(第2図)。
さらに、培養液への塩化ナ トリウムおよびス トロンチウム(カ ルシウムの同族元素)の
添加 が抵抗性品種の発病に及ぼす影響を検討 した結果、塩化ナ トリウムの添加は発病 に
全 く影響せず、ス トロンチウム添加がカルシウムの代替効果によ り著 しく発病 を抑制 し
た(第3図)。 以上の結果 は、 トマ ト青枯病抵抗性品種の発病 が植物体のカル シウム吸
収によって大 きな影響 を受 け、カル シウム吸収が高 まった場合 に抵抗性が向上すること
を示 している。
第2章 カル シウム吸収 と トマ ト青枯病抵抗性 との関係
第1節 カル シウム吸収が抵抗性品種 における青枯病菌の増殖 に及ぼす影響
前章で認め られたカル シウム吸収 と トマ ト青枯病抵抗性 との関係 について、抵抗性の
異な る3品 種(り 病性、中程度抵抗性、高度抵抗性)を カル シウム濃度3段 階(低:0.4
mM,標 準:4.4mM,高:20.4mM、 各pH5.8)の 培養液で栽培 し、地上部 に青枯病菌 を
付傷接種 して発病 を調査するとともに、茎における青枯病菌密度 を計数 し、カル シウム
吸収の差異 と病原菌密度 との関係を詳細に検討 した。その結果、(1)り 病性 品種 では
カルシウム濃度 が発病 にほ とん ど影響 を及ぼ さないこと、馳(2)中 程度抵抗性 品種では
発病が低カル シウム濃度条件下で助長され、高カル シウム濃度条件下で顕著 に抑制され
ること、(3)高 度抵抗性品種では標準および高カル シウム濃度で抵抗性が発揮 され、
無病徴 であ るの に対 し、低 カル シウム条件下では高率に発病す ることが明 らか とな り、
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前章 における 結果が明瞭に再現 され た(第4図)。 一方、接種5日 後に選択培地 を用い
て計数 した茎内の青枯病菌密度は、品種 の抵抗性お よび培養液カル シウム濃度が高 まる
とともに低下する傾向がみ られ、 その程度は接種部位 よ り離れた部位で顕著であ った
(第5図)。 以上の結果よ り、カル シウム吸収 による トマ ト青枯病抵抗性の向上には、
茎 における病原菌の増殖 ・移行の抑制が関与するもの と推定 した6
第2節 カル シウム吸収が トマ ト接 ぎ木苗の青枯病の発病に及ぼす影響
培養液カル シウム濃度が抵抗性 品種 を台木 と した トマ ト接 ぎ木苗の青枯病の発病お
よび青枯病菌密度 に及ぼす影響 を検討 した。カル シウム濃度の異なる培養液(0.4、4.4、
20.4mM)を 用いて栽培 した接 ぎ木苗に対 し、台木の茎基部に青枯病菌 を付傷接種 し、以
後の発病 を調査 した。また、カル シウム処理 を行 った接 ぎ木苗の穂木 を菌接種5日 後に
切断 して木部 いっ泌液 を採取 し、選択培地 を用いていっ泌液 中の青枯病菌密度を計数 し
た。その結果、 トマ ト接 ぎ木苗の発病は、高カル シウム濃度(20.4mM)の 培養液で栽
培 した場合に抑制 されること(第6図)、 な らびに木部いっ泌液 中の青枯病菌密度は、
培養液カルシウム濃度が高まるとともに低下すること(第1表)を 明 らかに した。以土
の結果よ り、栽培現場で用い られて いる抵抗性台木への接 ぎ木苗の場合 においても、カ
ル シウム吸収による抵抗性の向上が明瞭に認め られること、な らびに茎の木部における
菌の増殖抑制がそれに関与す ることを示 した。
第3節 カルシウム吸収 と トマ ト青枯病抵抗性の品種間差異 との関係
青枯病抵抗性 の異なる トマ ト20品 種 ・系統の幼苗をカルシウム濃度 の異なる培養液
(0.4,4.4,12.4mM)で 栽培 し、青枯病菌 を茎に付傷接種 して以後の発病 を調査 した。そ
の結果、各品種 ・系統 ともに培養液 カル シウム濃度 が高 まるとともに発病指数が低下す
る傾 向を示 し、とくに中程度 および高度抵抗性品種 ・系統 では、高 カルシウム濃度条件
下 における発病抑制すなわち抵抗性の向上が明瞭に認め られ た(第7図)。 本結果 よ り、
カル シウム吸収による抵抗性向上が多 くの抵抗性品種 ・系統 に共通 してみ られることを
明 らかに した。
第3章 カルシウム吸収による トマ ト青枯病抵抗性の向上に関わ る要因の検討
第1節 接種前後の培養液 カル シウム濃度処理が抵抗性 品種の発病に及ぼす影響
カル シウム吸収による トマ ト青枯病抵抗性の向上 に関わる要因の推定を 目的 と して、
病原 菌の接種前後で3段 階の培養液 カル シウム濃度(0。4、4.4、20.4mM)を 相互に変化
させた場合の抵抗性 品種の発病 について検討 した。その結果、病原菌感染以前の培養液
カル シウム濃度の高低は、植物体のカル シウム含有率を大 きく変化 させ たにもかかわ ら
ず発病 に影響 を及ぼさないこと、な らびに病原菌感染後のカル シウム濃度が高まるとと
もに発病が抑制 され ることを明 らかに した(第8図)。 本結果 よ り、従来示 されている
細胞壁へのカルシウムの結合 を介 した抵抗性の変化 とは カル シウムの作用機構 が異 な
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り、病原菌感染後の植物体 内カル シウム濃度の差異が抵抗性 品種の発病の差異、すなわ
ち抵抗性の発現調節 に関与 して いることを示 した。
第2節 トマ ト青枯病抵抗性 品種間におけるカル シウム吸収の差異
カル シウム等の養分元素が発病 に関与する一部の病害では、その養分吸収能が抵抗性
品種で高い事例 がみ られる。そこで、青枯病抵抗性 とカルシウム吸収 との関係 を明 らか
にす るために、 トマ ト23品 種の幼植物を用いて抵抗性 を検定ずるとともに養分吸収 を
比較検討 した。その結果、各養分の吸収に品種 間差異が認め られたが、カルシウム吸収
のみが青枯病抵抗性 との関連 を示 し、高度抵抗性の品種群が高いカル シウム吸収能を有
することを明 らかに した(第2表)。
第3節 トマ ト相互接 ぎ木苗のカル シウム吸収 と青枯病抵抗性 との関係
トマ ト青枯病抵抗性品種間にお けるカルシウム吸収の差異に関与する要因、ならびに
その抵抗1生発現に果たす役割 を明 らかにす ることを 目的 として、抵抗性の異なる トマ ト
品種間の相互接 ぎ木苗を用いて、カルシウム吸収 を調査するとともに、青枯病菌 を穂木
に接種 して、その発病 とカル シウム吸収 との関係 を検討 した。その結果、地上部のカル
シウム吸収は、高度抵抗性品種 を台木 とした場合 に有意 に高まったこと(第3表)か ら、
上記のカル シウム吸収の差異が主に地下部のカル シウム吸収の差異に起 因す ることを
明 らかに した。一方、相互接 ぎ木苗の穂木 に接種 した場合の青枯病の発病は、穂木品種
の抵抗性に依存 し、カル シウム吸収の品種間差異が発病 に及ぼす影響は認め られなかっ
た(第9図)。 本結果およびカルシウム吸収の品種間差異の程度が培養液 カル シウム濃
度 を変化させた場合 と比較 して著 しく小さいことか ら、カルシウム吸収の品種間差異は
青枯病抵抗性 の発現にほ とん ど寄与 しないもの と推測 した。
第4章 トマ ト青枯病の発病抑制 を目的と したカル シウム施用法の検討
第1節 被覆カルシウム資材の施用 が トマ ト青枯病の発病に及ぼす影響
前記のように、カルシウム吸収が トマ ト青枯病抵抗性品種の発病 に大 きく関与するこ
とが明 らか となった ことか ら、カルシウムの施用による発病抑制の可能性が示唆された。
しか し、これ までのカル シウム資材施用法では、カル シウムの吸収効率が低いことや土
壌pHの 上昇が微量:要素の吸収を阻害すること等の問題点が指摘されている。そのため、
カル シウム施用による発病抑制技術 を確立するには、効率的なカル シウム施用法を新 た
に開発 する必要がある。そこで、樹脂被覆によ りカルシウムの溶出を制御 した被覆カル
シウム資材 について、その施用が トマ ト青枯病の発病 に及ぼす影響について検討 した。
青枯病汚染ほ場において、対照区、被覆硝酸カル シウム施用 区および被覆塩化カル シウ
ム施用区の3区 を設けて春夏作の トマ トを栽培 し、青枯病の発病お よび収量、尻腐れ果
の発生等を調査 した。その結果、資材施用によ りトマ ト尻腐れ果の発生が減少 したが、
発病抑制効果は認 め られなかった(第10図)。 これは、 トマ トのカルシウム吸収が発病
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抑制に有効 なレベル まで高 まらなかったこ とが原因であ ると推測 した。
第2節 カルシウムのかん水 同時施用が トマ ト青枯病の発病に及ぼす影響
作物への効率的な養水分の供給が可能であ り、その利用が栽培現場で拡大 しつつあ る
かん水同時施肥法について、そのカル シウム施用への適用 を試み、カルシウムのかん水
同時施用が トマ ト青枯病の発病に及ぼす影響について検討 した。まず、3濃 度の塩化カ
ルシウム水溶液のかん水施用が発病に及ぼす影響をポ ヅト栽培で調査 した結果、高濃度
(8.4mM)施 用区で発病遅延 ・抑制が認め られた(第11図)。 次に、3種 の カルシウム
塩水溶液(塩 化カルシウム、硫酸カルシウム、ギ酸カルシウム、各4mM)を かん水施
用 し、温室内でコンテナ栽培 した トマ トに対 して青枯病菌を接種 し、以後の発病 を調査
した結果、塩化 カル シウムのかん水同時施 用が青枯病の発病 を抑制 し、硫酸カル シウム
の施用も発病 を軽減することを明 らかに した(第12図)。 さらに、カル シウム濃度の異
なる培養液(2.4、6.4、10.4mM)を かん水同時施用 してほ場栽培 した トマ トの青枯病 の
発病は、高カル シウム濃度培養液施用区で遅延 する傾向を示 した(第13図)。 この よう
に、カル シウムのかん水同時施用が トマ ト青枯病の発病抑制 に有効であ ることを明らか
に した。
第3節 有機物施用 が トマ トのカルシウム吸収および青枯病の発病に及ぼす影響
有機物施用が病害の発生 に影響を及ぼすことは古 くか ら知 られている。その詳細な機
構は明 らかになっていないが、前記の結果か ら有機物施用がカル シウム吸収に影響を与
え、それが病害発生に関与する可能性 を推測 した。そこで、カル シウム含量の異なる堆
肥の施 用が トマ トのカル シウム吸収 および青枯病の発病 に及ぼす影響 について検討 し
た。その結果、堆肥のカルシウム含量に対応 してカル シウム吸収が顕著 に高まること(第
4表)、 ならびに青枯病の発病がカル シウム吸収の増加 に対応 して遅延 ・抑制され るこ
と(第14図)を 明 らかに した。本結果 よ り、有機物施用による発病抑制に作物のカル
シウム吸収が関与する可能性 を新たに示 した。
まとめ
野菜 の連作 障害の主因であ る土壌病 害の新 たな総合防除技術 を開発す ることを目的
として、難防除土壌病害の一つである トマ ト青枯病 を対象 に、カルシウム吸収 と抵抗性
との関係 を検討 し、カルシウム吸収 による抵抗性向上 に関与する要因 を推定 するととも
に、発病抑制 を目的 とした新たなカル シウム施用法の開発 を試み、下記の成果 を得た。
1.各 種養分 レベルが抵抗性品種の発病 に及ぼす影響 を土耕および水耕条件下で調査 し
た結果、カルシウムの施用 レベルが発病に大 き く影響 し、カルシウム吸収 を高めた場合
に抵抗性が向上することを明 らかに した。
2.培 養液カルシウム濃度が抵抗性の異なる トマ ト品種の発病お よび植物体内における
6
病原 菌密度 に及ぼす影響 を検討 し、カル シウム吸収 が抵抗性品種の発病に大 き く影響す
ることを明確 にす るとともに、 カル シウム吸収 による抵抗性 向上が茎 におけ る菌の増
殖 ・移行 の抑制に起因することを明 らかに した。さらに、同様の現象が抵抗性 品種を台
木 と した接 ぎ木苗や多 くの抵抗性品種 に共通 して認め られることを示 した。
3.病 原菌接種の前後でカルシウム濃度 を相互 に変化 させて、抵抗性品種の発病 を調査
した結果、病原 菌感染後のカルシウム濃度が高 まるとともに抵抗性品種の発病が抑制 さ
れ ることを明 らかに し、植物体内のカルシウム濃度が抵抗性の発現調節 に関与 してい る
可能性 を示 した。さらに、 トマ ト青枯病抵抗性 と養分吸収 との関係を比較検討 し、高度
抵抗性の品種群が高いカルシウム吸収能 を有 するこ と、な らびにそれが地下部のカル シ
ウム吸収の差異に起因することを明 らかに した。
4.ト マ ト青枯病の発病抑制 を目的 と した新 たなカル シウム施用法の開発を試みた結果、
カル シウムのかん水 同時施用法が発病抑制に有効であることを明 らかに した。さらに、
カルシウム含量の異な る堆肥の施用 がカルシウム吸収お よび青枯病の発病 に及 ぼす影
響 を調査 し、有機物施用による発病抑制 にカル シウム吸収が関与することを示 した。
以上の研究成果は、カル シウム吸収による トマ ト青枯病抵抗性の向上が総合防除技術
の一手段 として有効であることを示 してお り、その確立に大 き く寄与するもの と期待 さ
れる。
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第3図 培 養液へ の塩化ナ トリウムお よび
塩化 ス トロンチ ウム添加 が トマ ト


























接 種 後 日 数
第4図 培 養 液 カ ル シ ウム 濃 度 が トマ ト青 枯 病 の 発 病 に 及 ぼ す 影 響
A:り 病 性 品 種(ポ ンデ ロー ザ)、B:中 程 度 抵 抗 性 品 種(瑞 栄) 、C:高 度 抵 抗性 品種(LS89)
培養i液Ca濃 度 ㊤:0.4、 △:4.4、 閣:20.4mM

























































































































培 養 液 カ ル シ ウ ム 濃 度(mM)
第5図 培 養 液 カ ル シ ウ ム 濃 度 が トマ ト茎 中 の 青 枯 病 菌 密 度 に 及 ぼ す 影 響(接 種5日 後)
A:`ポ ンデ ロー ザ'(り 病 性)、B:`瑞 栄'(中 程 度 抵 抗 性)、C:`LS89'(高 度 抵 抗 性)
茎 試 料 部位:0-5cm、:5-10cm、':10-15cm(接 種 部位 か らの 距 離)








接 種 後 日数
第6図 培 養 液 カ ル シ ウ ム 濃 度 が トマ ト
接 ぎ 木 苗 の 青 枯 病 の 発 病 に 及 ぼ
す 影 響
穂 木:桃 太郎 、 台木:LS89
培 養 液Ca濃 度 ●10.4、 ▲:4.4、 ●:20.4mM
,発 病 指 数0:健 全 ～4:枯 死
図 中 の垂 線 は標 準 誤 差 を示 す
第1表 培養液カルシウム濃度が トマ ト接ぎ木苗の木部いっ泌液カルシウム濃度
および青枯病菌密度に及ぼす影響a















a穂 木:桃 太 郎
、台 木:LS89、b接 種5日 後 に穂 木 部 よ り採 取

































瑞 栄BF興 津101新 〃 ト ヘルパ ーM安 濃7号 安濃6号 影 武 者 アキレスMメ イトLS89
第7図 培 養 液 カ ル シ ウ ム 濃 度 が 抵 抗 性 の 異 な る トマ ト20品 種 ・系 統 の 青 枯 病 の 発 病 に
及 ぼ す 影 響
培 養 液 カル シ ウム濃 度 懸:0.4,1撃:4.4,:要2.4mM
























接 種 後 日数
第8図 接 種 前 後 の 培 養 液 カ ル シ ウ ム 濃 度 が トマ ト青 枯 病 の 発 病 に 及 ぼ す 影 響
供試 品 種:瑞 栄(中 程 度抵 抗性)
接 種 前Ca濃 度A:0.4、B:4.4、C=20,4mM
接 種 後Ca濃 度 ●:0.4、 ▲14.4、 ■:20.4mM
発 病 指 数'0:健 全 ～4:枯 死 、 図 中 の 垂線 は標 準 誤 差 を示 す
第2表 青枯病抵抗性の異なる トマ ト品種群におけるカルシウム吸収量の差異a



















a幼 植 物 ポ ッ ト試 験
b接 種20日 後 の 発 病指 数(0:健 全 ～4;枯 死)に よ りグル ー プ 化
り病 性:3.0～4,0、 中 程度 抵 抗 性:0」 ～2.9、 高度 抵 抗 性:O
c同 一文 字 を付 した 平 均 値 間 に はKruska1 -WaHls法 に よ る有 意 差(5%水 準)が 無 い こ と を示 す
第3表 青枯病抵抗性の異なる トマ ト品種間の相互接ぎ木苗におけるカルシウム吸収
抵抗性a
穂木 台木












































接種 後 日数 接 種 後 日数
第9図 トマ ト相 互 接 ぎ 木 苗 に お け る 青 枯 病 の 発 病(穂 木 葉 柄 接 種)
A:穂 木 一 り病 性 品 種(ポ ン デ ロー ザ)、B;穂 木 一 中程 度 抵 抗 性 品種(瑞 栄)
台木 品種 圏:り 病 性(ポ ンデ ロー ザ)、 ●:中 程 度 砥 抗 性(瑞 栄)、 ▲:高 度 抵 抗 性(LS89)















定植 後 日数 定植 後 日数
第10図 被 覆 カ ル シ ウ ム 資 材 の 施 用 が トマ ト青 枯 病 の 発 病 に 及 ぼ す 影 響
供試 品種1995:`瑞 栄'、1997二 台 木`新 メイ ト＼ 穂 木`桃 太 郎8'
■ ・:対照 区 、 ●:被 覆 硝 酸 カル シ ウ ム施 用 区 、 ▲:被 覆 塩 化 カル シ ウム施 用 区
















接 種 後 日数 接 種 後 日数
第11図 塩 化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 の か ん 水 施 用 が トマ ト青 枯 病 の 発 病 に 及 ぼ す 影 響
供 試 品種:`瑞 栄'(中 程 度 抵 抗 性)
接 種 方法A:断 根接 種 、Bζ かん 注 接 種
施 用 カ ル シ ウム濃 度(mM)■:0.4、 ●:4.4、 ▲:8.4














定 植 後 日数









ん水同時施 用が トマ ト青 枯病 の発病
に及ぼす影響
供試品種:影 武者台桃太郎8
培養液Ca濃 度 ■:2.4、 ●:6.4、△=10.4mM
発病指数0:健 全～4:枯 死
図中の垂線は標準誤差を示す




















接 種 後 日数
14161820
第14図 カル シウム含有率 の異 なる堆肥 の施用 が トマ ト青枯病 の発病 に及 ぼす影響
接種方法:か ん注接種
闘=対 照、●:バ ーク堆肥施用、▲:牛 ふんバーク堆肥施用
発病指数0:健 全～4:枯 死、図中の垂線は標準誤差を示す
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論 文 審 査 結 果 要 旨
我が国の野菜栽培では,連 作が広 く行われ,連 作障害,と くに土壌病害の発生が大 きな被害をもた
らしており,そ の総合防除技術の確立が強 く求あられている。一方,こ れまでに,カ ルシウム施用が
多 くの病害の発生を抑制 し,と くにカルシウム吸収の増加が発病抑制に関与することが示 されている
が,そ の詳細なメカニズムや有効なカルシウム施用法,カ ルシウム吸収と品種抵抗性 との関係などは
明 らかにされていない。そこで,本 研究では,野 菜の土壌病害総合防除技術の確立 に寄与することを
目的として,難 防除土壌病害の一っであるトマ ト青枯病を対象に,作 物のカルシウム吸収 と発病およ
び品種抵抗性との関係を明 らかにし,カ ルシウム吸収による抵抗性向上に関与する要因を推定すると
ともに,発 病抑制を目的とした新たなカルシウム施用法の開発を行なった。
各種養分 レベルが トマ ト青枯病抵抗性品種の発病に及ぼす影響を土耕および水耕条件下で調査 した






さらに,同 様の現象が抵抗性品種を台木 とした接 ぎ木苗や多 くの抵抗性品種に共通 して認められるこ
とを示 した。
病原菌接種の前後でカルシウム濃度を相互に変化 させて,抵 抗性品種の発病を調査 した結果,菌 接
種前のカルシウム吸収の差異 は発病に影響せず,接 種後のカルシウム吸収の増加により発病が抑制 さ
れることを明 らかに し,病 原菌感染後の植物体内カルシウム濃度が抵抗性の発現調節に関与 している
可能性を示 した。 さらに,ト マ ト青枯病抵抗性 と養分吸収 との関係を比較検討 し,高 度抵抗性の品種
群が高いカルシウム吸収能を有すること,な らびにそれが地下部のカルシウム吸収の差異 に起因する
ことを明 らかにした。
トマ ト青枯病の発病抑制を日的 とした新たなカルシウム施用法の開発を試みた結果,カ ルシウムの
かん水同時施用により発病が抑制され,同 法が発病抑制に有効な技術となることを明らかにした。さ
らに,カ ルシウム含量の異なる堆肥の施用がカルシウム吸収および青枯病の発病 に及ぼす影響を調査
した結果,唯 肥のカルシウム含量に応 じてカルシウム吸収が顕著に増加するとともに,そ の程度に応
じた発病抑制が認められ,有 機物施用による発病抑制にカルシウム吸収が関与する可能性を新たに示
した。
以上のように,木 研究 は,カ ルシウム吸収による トマ ト青枯病抵抗性の向上が,総 合防除技術 とし
て有効なことを様々な角度か ら実証するとともに,そ の防御技術確立に大 きく寄与するものである。
よって,審 査員一同は,本 論文は博士(農 学)の 学位を授与するに値するものと判定 した。
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